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概要

このドキュメントでは、Cisco Unified Computing System(UCS)のファブリックインターコネクト
ファームウェア自動同期機能について説明します。 この機能は、既存のファブリックインターコ
ネクト(FI)に2つ目のファブリックインターコネクト(FI)を導入する場合、または破損したFIを交換
する場合に使用できます。 

前提条件

要件

次のトピックに関する知識があることが推奨されます。

Cisco Unified Computing System（UCS）●

Cisco Fabric Interconnect(FI)●

使用するコンポーネント

このドキュメントの情報は、次のソフトウェアとハードウェアのバージョンに基づいています。

Cisco UCSファブリックインターコネクト6248●

Cisco UCSMバージョン2.2(5a)および2.2(6c)●

このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このド
キュメントで使用するすべてのデバイスは、初期（デフォルト）設定の状態から起動しています
。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的
な影響について確実に理解しておく必要があります。

フィーチャーについて

クラスタを形成するために既存のFabric Interconnectに2つ目のFabric Interconnectを導入する場



合、または破損したFabric Interconnectを交換する場合は、新しいFIのファームウェアバージョン
が既存のFabric Interconnectと一致している必要があります。

通常の手順では、新しいFIをスタンドアロンとして設定し、クラスタに追加する前に手動で既存
のFIと同じバージョンにアップグレードまたはダウングレードします。

UCSM 2.1(2)以降では、ファームウェア自動同期機能により、新しいFIが既存のFIと同じバージ
ョンに自動的にアップグレードまたはダウングレードされます。これにより、FIを手動でアップ
グレードまたはダウングレードする必要がなくなります。

この機能が動作するには、既存のFIがUCSM 1.4以降で、新しいFIがUCSM 2.1(2)以降である必要
があります。また、FIが機能するには、同じモデルである必要があります。

手順

1.新しいFIのコンソールに接続し、既存のクラスタに追加します

2.既存のクラスタに追加されると、新しいFIがファームウェアバージョンとともに既存のFIの存
在を検出します

3.ファームウェア自動同期機能は、必要なファイルを新しいFIにコピーし、既存のFIと一致する
ようにアップグレードまたはダウングレードします



関連情報

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html?referring_site=bodynav
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